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辻 宏明　　　　（医師） つじ・クリニック
南條 浩輝　　　（医師） かがやきクリニック
高澤 洋子　　　（看護師） 淀川キリスト教病院
久保田 千代美　（看護師） 四条畷看護専門学校
井上 龍介　　　（薬剤師） ㈱タイコー堂薬局本店
上村 久美子　　（ケアマネジャー、看護師） 居宅介護支援事業所万年青

桜井 隆　　　　さくらいクリニック （医師）
白山 宏人　　　大阪北ホームケアクリニック （医師）

シンポジスト

大阪における小児在宅医療の現状 ～他職種連携のこれまでとこれから～
大阪母子医療センター 新生児科副部長　望月 成隆 先生

ここがええねん。ここがわからん。在宅医療 ～色 と々話し合いましょ～

基調講演

シンポジウム

千里ライフサイエンスセンター
平成29年11月25日土
13:30～17:00（開場13:00）

会場

参加費
無料

（申込み不要）

それは
ちゃうやろ！！！！

なんでやね
ん！！！！

そうや
そうや！！

第8回在宅医療推進フォーラム近畿ブロック

＜事務局＞ 第8回近畿在宅医療推進フォーラム実行委員会大阪  事務局（担当：白山）
大阪市淀川区西宮原1-8-24　新大阪第3ドイビル3階大阪北ホームケアクリニック 内

受付時間帯  9：00～17：00
TEL  06-6350-0118　FAX  06-6350-0468

主  催　近畿在宅医療推進フォーラム実行委員会・勇美記念財団
共  催   京都府訪問看護ステーション協議会・滋賀県訪問看護ステーション連絡協議会・全国在宅療養支援診療所連絡会・奈良県訪問看護ステーション協議会・
　  　　兵庫県訪問看護ステーション連絡協議会・和歌山県訪問看護ステーション連絡協議会（50音順）
後  援   大阪市・大阪府・大阪府医師会・大阪介護支援専門員協会・大阪府訪問看護ステーション協会・大阪府薬剤師会・京都府医師会・滋賀県医師会・奈良県医師会・
　　　  兵庫県医師会・和歌山県医師会（50音順）
●このフォーラムは、勇美記念財団の助成を受けております。
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平成29年11月25日土
13:30～17:00（開場13:00）

参加費無料
申込み不要

シンポジスト紹介

会 場

〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町1-4-2
千里ライフサイエンスセンター

辻 宏明　　　　（つじ・クリニック 医師）
午前は外来診療、午後からは在宅医療を行う診療所を高槻市で開業。
併設訪問看護ステーションを持ち、子供から大人までの在宅医療に取り組
んでいる。

南條 浩輝　　　（かがやきクリニック 医師）
新生児科医から在宅医に転身。堺市で在宅専門クリニックを開設し、０歳
から高齢者の方まで、年齢、疾患にかかわらず訪問診療を行っている。

高澤 洋子　　　（淀川キリスト教病院 看護師）
淀川キリスト教病院訪問看護ステーション所長として長年地域で活動。よど
まちステーション等の活動を経て、淀川キリスト教病院で統括に従事している。

久保田 千代美　（四条畷看護専門学校教員 看護師）
看護学校の専任教員でありながら、夜間大学院で多死時代にむけてエンド
オブライフ・ケアができるまちづくりを研究テーマに学んでいる。子育てを
中心にアドラー心理学を学ぶ自助グループを開催して10年になる。

井上 龍介　　　（㈱タイコー堂薬局本店 薬剤師）
『薬局をプラットホームにした町づくり』をコンセプトに新たな薬局づくりを
実践。住民向けの地域共育活動を行う「地域貢献団体あーふぁ」代表。近畿
大学非常勤講師。 

上村 久美子　　（居宅介護支援事業所万年青 ケアマネジャー 看護師）
「なんでも支援専門員」を目指して和泉市で地域の保健室に取り組む。地域
の介護職に「ノンテクニカルスキル」普及のため情報発信をしている。
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小児医療の発達に伴い、在宅ケアを必要とする小児の在宅移行は、以前にまして重症化、低年齢化している。これら小児が
在宅で安全にご家族と過ごしていくためには、病院内外のスタッフとの協働は必要である。一方、病院勤務スタッフには、私
を含めて、実際に在宅医療を行ったことのない人がほとんどであり、連携の仕方がわからないため、上手に協働できない場
合があり、この点はしばしば問題となる。 在宅移行において、スタッフ、患者、家族が迷子にならないように、院外の関連機
関と情報共有をしながら、院内へ向けて情報発信できるように日々活動をしている。

重い病気や障害を持った子どもさんと家族の生活を支援していくことも地域包括ケアであり、決して
大人だけが対象ではないと考えています。マンパワーの限られる環境の中、子どもが成長していく事
を踏まえても、大人に関わっている地域の在宅医が応援できることもあるはずです。
小児科以外の在宅医がどうサポートできるか考えてみたいと思います。 
また、おとなの在宅医療においても多死社会が迫る中、在宅医療の重要性が言われています。 後半の
シンポジウムでは、在宅医療においてどのような課題や取り組みができるのかディスカッションし、
皆様とこれからの在宅医療を思い描いてみたいと思います。

基調講演 ： 望月 成隆（大阪母子医療センター 新生児科副部長）


